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（３）防災出先機関の組織変更状況 

 先行研究では、都道府県の出先機関が 2000 年代より統合・再編されてきたことが指摘
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った年を尋ねた。その結果、防災出先機関を持つと回答した団体のうち、半数以上が不明

と回答か未回答だったものの、回答のあった 13 団体については、表 4－5 に示す通り、

2000年代以降もコンスタントに組織変更されていることが分かった。 
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っこ内は回答団体数）、「発災時における出先機関から市町村への派遣要員の予めの選定」

（19）、「市町村などが実施する防災関連の会議にメンバー（あて職）として参加」（16）と

続く。また、半分ほどの団体が「市町村の防災関連計画策定への支援」（10）、「市町村との

防災関連の連絡会議の主催」（「年 1 回以上」と「数年毎・不定期」を合わせて 9）といっ

た機能を持つとしている。 

一方、「市町村の防災関連の取り組みに対するチェック機能」（「年 1 回以上」と「数年

毎・不定期」を合わせて 5）、「所管の圏域レベルでの防災関連計画策定」（3）6、「所管の圏

域レベルでの防災訓練の主催」（7）、「広域避難に関する調整」（3）など、主体的な役割は

あまり多くはない7。 

以上より、防災出先機関の機能は、発災時の派遣要員の事前選定を除いて、どちらかと

いうと受け身のものが多いといえる。 

なお、これらの機能をいくつ選択したかについて、平均値は 5.78となっている（表 4－

6）。 

 

 

図 4－3 平時における都道府県の防災出先機関の機能 
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表 4－6 平時における機能の数 

 

 

 次に、防災出先機関の設置形態とこれらの平時における機能にどのような関係があるの

か検討した。表 4－7は、両者のクロス集計表に色付けをしたものである。あくまでも回答

数を単純集計したものであり、やはり数の多い、地方自治法第 155条にもとづく総合型を

とる防災出先機関では、多くの機能を担っている一方、数としては少ない（2 団体）個別

型の防災出先機関も、比較的まんべんなく機能を担っていることが分かる。 
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 防災出先機関の発災時における機能について複数選択で尋ねた結果が図 4－4 である。

回答数が多い順に、「災害対策支部・災害対策地域本部（にあたるもの）の設置」（22）、「出

先機関から市町村へのリエゾン機能」（21）、「現地に直接赴いての被災地の状況把握・情報

収集」（18）と続く。また、半分ほどの団体が、「物資供給の拠点機能・ハブ機能」（9）を

回答している。 

 平時において、発災時の派遣要員の事前選定を行っている出先機関が多いことからも、

発災時におけるリエゾン機能や現地情報収集機能を期待する向きが大きいことが分かるが、

一方で、「出先機関から市町村への緊急支援チームの派遣（本庁からの派遣以外で）」（7）

の回答はやや少ない。また、「応援・受援本部（にあたるもの）の設置」（4）、「本庁から出

先機関のリエゾン機能」（4）などの回答も少ないことから、発災時に出先機関自体の態勢

が強化されることは稀であるといえる。 

なお、これらの機能をいくつ選択したかについて、平均値は 4.13となっている（表 4－

8）。 

 

 

図 4－4 発災時における都道府県の防災出先機関の機能 
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 次に、防災出先機関の設置形態とこれらの発災時における機能にどのような関係がある

のか検討した。表 4－9は、両者のクロス集計表に色付けをしたものである。ここでの特徴

は、地方自治法第 155条にもとづく総合型をとる防災出先機関のうち、防災・危機管理の

部署が置かれているケース（総合型防災）と、総務系部署やその他の部署の名称ではあり

ながら実質的に防災・危機管理の機能／担当が置かれているケース（総合型その他）との

違いである。発災時には、前者は比較的まんべんなく多様な機能が担われているが、後者

はその機能に強弱があり、「関係機関（民間、国機関、自衛隊等）との連絡会議の主催」や

「本庁から出先機関へのリエゾン機能」などは担われていない。その他の出先機関の形態

においては、回答数が少ないため、このような特徴は見出しにくいが、あくまで可能性と

して、発災時には、総合型出先機関の中に防災・危機管理の部署が明確に置かれている場

合に多様な機能を発揮しうるといえよう。 
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表 4－10 都道府県の本庁と防災出先機関の機能別役割分担 

 

1. 市町村との情報伝達
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 N

0 5 5 8 5 0 0 23
0.0% 21.7% 21.7% 34.8% 21.7% 0.0% 0.0% 100%

2. 市町村の個別事業への支援
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 N

4 7 5 2 5 0 0 23
17.4% 30.4% 21.7% 8.7% 21.7% 0.0% 0.0% 100%

3. 市町村の計画策定への支援
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 N

1 10 5 3 4 0 0 23
4.3% 43.5% 21.7% 13.0% 17.4% 0.0% 0.0% 100%

4. 市町村へのハード面（防災施設整備等）の都道府県補助事業の交付決定
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

9 10 3 0 0 1 0 23
39.1% 43.5% 13.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 100%

5. 市町村へのソフト面（防災訓練・啓発等）の都道府県補助事業の交付決定
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

6 12 2 1 1 1 0 23
26.1% 52.2% 8.7% 4.3% 4.3% 4.3% 0.0% 100%

6. 市町村の取り組みに対するチェック機能
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

3 10 3 3 3 0 1 23
13.0% 43.5% 13.0% 13.0% 13.0% 0.0% 4.3% 100%

7. 市町村への助言活動
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 7 7 4 4 0 1 23
0.0% 30.4% 30.4% 17.4% 17.4% 0.0% 4.3% 100%

8. 市町村との顔の見える関係構築
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 1 2 13 5 1 1 23
0.0% 4.3% 8.7% 56.5% 21.7% 4.3% 4.3% 100%

9. 市町村との連携（全般）
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 4 3 9 4 1 2 23
0.0% 17.4% 13.0% 39.1% 17.4% 4.3% 8.7% 100%

10. 所管の圏域レベルでの計画策定
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

10 1 0 5 4 3 0 23
43.5% 4.3% 0.0% 21.7% 17.4% 13.0% 0.0% 100%

11. 所管の圏域レベルでの防災訓練
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

5 4 2 4 3 4 1 23
21.7% 17.4% 8.7% 17.4% 13.0% 17.4% 4.3% 100%
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表 4－10 都道府県の本庁と防災出先機関の機能別役割分担（続き） 

 

12. 広域防災拠点の管理
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

5 7 4 3 0 3 1 23
21.7% 30.4% 17.4% 13.0% 0.0% 13.0% 4.3% 100%

13. 広域避難に関する調整
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

4 13 1 3 1 0 1 23
17.4% 56.5% 4.3% 13.0% 4.3% 0.0% 4.3% 100%

14. 住民への直接補助事業
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

12 8 0 0 1 0 2 23
52.2% 34.8% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 8.7% 100%

15. 住民に向けた広報活動
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 12 5 4 1 0 1 23
0.0% 52.2% 21.7% 17.4% 4.3% 0.0% 4.3% 100%

16. 民間事業者との連携
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 12 7 1 1 0 2 23
0.0% 52.2% 30.4% 4.3% 4.3% 0.0% 8.7% 100%

17. 庁内の土木部署との連携
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 5 5 9 3 0 1 23
0.0% 21.7% 21.7% 39.1% 13.0% 0.0% 4.3% 100%

18. 庁内の保健部署との連携
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 5 6 9 1 0 2 23
0.0% 21.7% 26.1% 39.1% 4.3% 0.0% 8.7% 100%

19. 庁内の福祉部署との連携
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 5 6 9 1 0 2 23
0.0% 21.7% 26.1% 39.1% 4.3% 0.0% 8.7% 100%

20. 国機関・自衛隊等との連携
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 16 4 2 0 0 1 23
0.0% 69.6% 17.4% 8.7% 0.0% 0.0% 4.3% 100%

21. 他の都道府県との連携
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 19 2 1 0 0 1 23
0.0% 82.6% 8.7% 4.3% 0.0% 0.0% 4.3% 100%

22. 防災・危機管理人材の育成
行っていない 本庁ほぼ 本庁多い 同程度 出先多い 出先ほぼ その他・無回答 合計

0 17 5 0 0 0 1 23
0.0% 73.9% 21.7% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 100%
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II．防災・危機管理における出先機関の形態と機能について 

ここからは、防災・危機管理の機能を持つ都道府県出先機関（※）について特にお伺いします。現在、各都

道府県の地域出先機関は様々な形態をとっており、その中での防災・危機管理の位置付けにも多くのバリエー

ションが見られます。（例：都道府県全域に総合型出先機関を置くパターン、一部地域に総合型出先機関を置く

パターン、全域に一部機能を集約した出先機関を置くパターン、各部署の個別出先機関のみを置くパターン、

等。） 

本調査では、総務省調査や先行研究ではカバーしきれていない、出先機関を通じた防災・危機管理機能の多

様な実態をなるべく詳細に把握したいと考え、細かな形態や機能の違いを質問していますので、「比較的この選

択肢に近い」というものを選んでいただければ結構です。ご負担をおかけし恐縮ですが、何卒ご了承下さい。 

※「防災・危機管理の機能を持つ都道府県出先機関」とは、「出先機関内において部局横断的な取り組みを行う

必要があるような危機管理事案が発生した場合に、部局内の連絡調整を担当するとともに、当該事案に関して

本庁や市町村との連絡調整・情報収集に従事する部署」を指します。 

 

（出先機関の形態） 

問 10 貴都道府県の防災・危機管理の機能を持つ地域出先機関の形態は、現在、以下のどれに一番近いでし

ょうか。1つに○をつけて下さい。（全ての地域に出先機関が置かれていない場合も、置かれている地域につい

てお答え下さい。） 

① 地方自治法第 155条第 1項による総合型の出先機関（※※）の中に、防災・危機管

理の部署も置かれている。 
 

② 地方自治法第 155 条第 1 項による総合型の出先機関の中に、（総務系部署やその他

の部署の名称で）実質的に防災・危機管理の機能／担当も置かれている。 
 

③ 地方自治法第 155条第 1項によらない出先機関であって、地域振興、土木、税務等

の部署を統合した出先機関の中に、防災・危機管理の部署も置かれている。 
 

④ 地方自治法第 155条第 1項によらない出先機関であって、地域振興、土木、税務等

の部署を統合した出先機関の中に、（総務系部署やその他の部署の名称で）実質的に防

災・危機管理の機能／担当も置かれている。 

 

⑤ 防災・危機管理の個別出先機関が置かれている（消防学校、防災航空事務所を除く）。  

⑥ 防災・危機管理の機能を持つ出先機関は置かれていない。  

⑦ その他（自由記述、あるいは上記の選択肢の補足） 

 

 

 

※※ 地方自治法第 155条第 1項により地方公共団体の長の権限に属する事務全般にわたって地域的に分掌す

るために設けられたもの。 

 

（出先機関の過去の形態） 

問 11 上記の問 10で選択した現在の形態となったのはいつからか、お分かりでしたらご教示下さい。 

回答 西暦             年から 
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道府県の地域出先機関は様々な形態をとっており、その中での防災・危機管理の位置付けにも多くのバリエー

ションが見られます。（例：都道府県全域に総合型出先機関を置くパターン、一部地域に総合型出先機関を置く

パターン、全域に一部機能を集約した出先機関を置くパターン、各部署の個別出先機関のみを置くパターン、

等。） 

本調査では、総務省調査や先行研究ではカバーしきれていない、出先機関を通じた防災・危機管理機能の多

様な実態をなるべく詳細に把握したいと考え、細かな形態や機能の違いを質問していますので、「比較的この選

択肢に近い」というものを選んでいただければ結構です。ご負担をおかけし恐縮ですが、何卒ご了承下さい。 

※「防災・危機管理の機能を持つ都道府県出先機関」とは、「出先機関内において部局横断的な取り組みを行う

必要があるような危機管理事案が発生した場合に、部局内の連絡調整を担当するとともに、当該事案に関して

本庁や市町村との連絡調整・情報収集に従事する部署」を指します。 

 

（出先機関の形態） 

問 10 貴都道府県の防災・危機管理の機能を持つ地域出先機関の形態は、現在、以下のどれに一番近いでし

ょうか。1つに○をつけて下さい。（全ての地域に出先機関が置かれていない場合も、置かれている地域につい

てお答え下さい。） 

① 地方自治法第 155条第 1項による総合型の出先機関（※※）の中に、防災・危機管

理の部署も置かれている。 
 

② 地方自治法第 155 条第 1 項による総合型の出先機関の中に、（総務系部署やその他

の部署の名称で）実質的に防災・危機管理の機能／担当も置かれている。 
 

③ 地方自治法第 155条第 1項によらない出先機関であって、地域振興、土木、税務等

の部署を統合した出先機関の中に、防災・危機管理の部署も置かれている。 
 

④ 地方自治法第 155条第 1項によらない出先機関であって、地域振興、土木、税務等

の部署を統合した出先機関の中に、（総務系部署やその他の部署の名称で）実質的に防

災・危機管理の機能／担当も置かれている。 

 

⑤ 防災・危機管理の個別出先機関が置かれている（消防学校、防災航空事務所を除く）。  

⑥ 防災・危機管理の機能を持つ出先機関は置かれていない。  

⑦ その他（自由記述、あるいは上記の選択肢の補足） 

 

 

 

※※ 地方自治法第 155条第 1項により地方公共団体の長の権限に属する事務全般にわたって地域的に分掌す

るために設けられたもの。 

 

（出先機関の過去の形態） 

問 11 上記の問 10で選択した現在の形態となったのはいつからか、お分かりでしたらご教示下さい。 

回答 西暦             年から 
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図 5-1 事前復興まちづくり計画策定の県別割合 

(出典：復興事前準備の取組状況アンケート) 
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図 5-5 頻出語ごとの二次元プロット 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-6 自治体の二次元上プロット 
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表 5-4：基礎自治体における事前計画策定率（都道府県ごとに集計） 
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図 5-8：和歌山県基礎自治体の計画策定状況（赤：あり 青：なし） 
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5.4.3.1 行政リソースの積極的な投入：人員と財政  

 平時からの防災・減災対策を可能とする組織体制を一貫して構築する点が挙げられる。次 

の図 5-9は、過去 20年間における都道府県決算における目的別歳出のうち、総務費防災費

に振り分けられる予算額を人口一人当たりに除したものを年ごとに示したものである。こ

のうち、緑色で記したものが和歌山県の予算値、水色で示したものが全国平均（都道府県単 

 
 

表 5-9 和歌山県における防災関連職員数の推移（最新 10年分） 

 
 
 
 
 
 
 

（注）『地方公共団体定員管理関係』をもとに筆者作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（注）『地方財政統計年報』をもとに筆者作成 

図 5-9 過去 20年における都道府県防災予算額の推移 
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たと記されている。合わせて、和歌山県にゆかりのある学術関係者が県下自治体に有識者の

立場からコミットし、事前復興計画策定をはじめとする防災業務をサポートしてきた。例を

挙げると、地元和歌山大学や和歌山に縁がある京都大学・防災研究所所属の研究者、また組

織トップの人脈を活かしてひょうご震災記念 21世紀研究機構の関係者（学識者）を公式・

非公式を問わず声掛けし、防災業務に対するレビューを求める関係が絶えず構築されてい

る。特に、今回取り上げる事前復興計画策定でみれば、和歌山県がアテンドした有識者を中

心に、各自治体で計画策定の前準備のレクチャー講師を務めているという。 

 また和歌山県では、防災力向上のための支援策として、「わかやま防災力パワーアップ補

助金」が設置されている。この制度は、「市町村における防災体制・対策の充実強化を図る

ため、市町村が大規模災害の被害を軽減するため策定する地震防災対策に係る計画（市町村

地震防災対策アクションプログラム）の減災目標を達成するために行う地域防災対策事業

等に対し、予算の範囲内で補助金を交付します。」34 との趣旨のもと、市町村が取り組む防

災事業に対して財政支援を行う制度である。この制度の支援対象に「地震・津波災害からの

復興計画の事前策定支援」も含まれているため、市町村は自地域の防災事業に本制度を活用

することができる。 

 以上、和歌山県は、他の自治体とは一線を画し、県内市町村の防災対策の充実度を高める

ための取組ないしスキームを継続して整えてきた自治体と評価できる。次節では、この充実

した県の防災メニューの中で計画策定に向かった市町村の取組事例についてみていく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-9：海南市における計画作成方法のイメージ図- 

（出典：海南市ウェブサイト） 
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中心となって策定した44。 
表 5-12 田辺市 事前復興計画策定のポイント 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：田辺市事前復興計画説明資料） 

 

田辺市は作業当初に４つの目標を掲げ、計画の策定作業に取り組んできた（表 5-12参照）。

特に①の部分については、「首長のリーダーシップ」のもと策定作業が始動したが45 、防災

政策の一環として進めてきた新庁舎整備と、業務継続計画・受援計画、そして市総合計画と

同時並行的に進めることとなったため、「否が応でも「田辺市のまちづくり」の将来像を意

識せざるを得なかった」と当の職員達は振り返る46。 

 実際の策定作業に向き合うにあたって、田辺市は活用したのは、県が公開している策定手

引きであった。計画策定にあたった担当者は、実は防災部署に配置されたことがなく、策定 

の手続きや方法が全く見当つかなかったところ、手引の存在は「ありがたく」、手引きをあ

る種の「目印」として、策定作業を進めていくことができたと述懐している47。 

また策定にあたって、まず市職員が重視したのは、「専門家との意見交換」であった。策

定初期の市職員らは、首長から（県知事・市長）から策定を命じられたものの、事前復興計

画、ひいては通常の防災業務に係る事業内容についても、右も左も分からない状態であった。

そこで田辺市は、県職員48から有識者の紹介を受けることで、まずは専門知識の吸収に取り

組むことに着手したという。 

この有識者の推薦は市職員にとってとてもありがたかったようで、専門家との意見交換

の機会創出や、大学教員や県職員によって構成される「専門家会議」49なる組織の存在が大

きかったと当時の職員たちは異口同音に振り返っていた。作業にあたった市職員は、会議に

参加していた大学教授など専門家たちが「指導教官」のような存在であったと述懐している。 

両者の物語を示すエピソードを一つ紹介しよう。表 5-12にもあるように、田辺市は市職員

による手作りの復興計画策定を目指していたため、まず職員のスキルアップや知識習得が
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図 6-1 黒潮町の地区 

 

6.4 黒潮町の地区防災計画 

6.4.1 策定過程 

 黒潮町の地区防災計画の策定過程は以下の通りである。2012年に政府から日本一の津波

高という予測が出されたことは、黒潮町にとり大きな衝撃であった。一面で徒労感に見舞わ

146

れ「避難放棄者」が生まれるという状況もあったが3、他面で町長のリーダーシップと防災

担当部署の幹部の熱意により、町としてこれへの対応に取り組む施策も始められた4。 

 東日本大震災以前から黒潮町には、町の職員が各地区を担当する職員地域担当制があり、

町役場と地区との密な連絡の仕組みをとっていた。2012年、町はこれを地域の防災担当と

する 「地域防災担当制」に振り替えた （図 6－2）5。そこでは、町役場の全職員が町内６１

地区のいずれかの担当となり、地区の防災活動を支援するものとした。2014年度から、担

当職員らは地区防災計画の策定に従事するようになった6。防災担当部署の職員はとりまと

めのため、担当を外れるが、他の部署に転換されると担当地区を割り当てられる。担当地区

は、その地区出身であるなど何らかのゆかりがある関係があることから割り当てられると

いう。1人の職員が割り当てられる地区は一つであり、地区担当の中ではリーダーとサブリ

ーダーが選任され、チームで取り組むこととなる。職員は、各地域の懇談会に参加し、ワー

クショップなどを運営し、まち歩きで避難経路の点検を行い、地域ごとの課題について意見

交換を経て整理して町役場に集約していった。防災担当職員ではない職員による地域での

防災活動は決して容易ではなかったが、全域で行ったため、施設整備計画の策定に際しては

「特筆すべきスピード」で事務処理を進めたと職員の側から整理されている7。 

 

 

図 6-2 黒潮町ホームページ上の職員地域担当制 
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図 6-3 黒潮町の地区防災計画の分量からみた地区の状況 

 

 このように他と比べて圧倒的に多い AM 地区に続いて、AL、AK、AJ、AI、AH、AG地

区などが手堅くまとめている。1頁だけの地区は全体の半数を超える。なおここには文書を

作成しない地区は除いてある。 

 なお、図 6－1のように地区の高齢化率のデータがあるが、少なくとも分量との関係はな

い。高齢化率が高いから分量が低いという仮説を想像できるものの、AM地区の高齢化率は

48.6%、AL地区は 56.1%、AK地区は 62.5%、AJ地区は 65.2%、AI地区は 46.0%、AH地

区は 44.4%、AG地区は 48.9%である。 

 また、地理的条件の異なる佐賀地域と大方地域での分布を図示してみると図 6－4となる。

地区の記号は、図 6－3のようにアルファベットとせず、数字で表している。 
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      佐賀地域                     大方地域 

図 6-4 黒潮町の地域別の地区防災計画作成状況 

 

 こうしてみると、分量が多い地区はほぼ大方地域であることが読み取れる。佐賀地域の取

り組みは、計画文書からはうかがうことができない。京大の研究チームが支援を行った会所

地区もまた、佐賀地域であった。津波被害が全般的に厳しいと予測された地域である。した

がって、地域担当職員制や京大などの外部の専門家の役割は、文書作成に積極的ではない地

域に大きな役割を果たした。全地区で防災活動が取り組まれるためには、積極的な地区の活

動と、やや消極的な地区を支える自治体と専門家との活動が結合することが重要である。 

 

6.5 両自治体に共通する特徴 

 以上の黒潮町の地区防災計画の策定過程を南伊勢町と比較してみたい。  

まず地区防災計画の内容分析について、図 6－5は南伊勢町の計画分量から見た地区の状況

である。これを図 6－3と比べてみたい。地区名は記号であって、図 6－3と図 6－5では、

同一記号でも実際には別の地区である。 
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図 6-3 黒潮町の地区防災計画の分量からみた地区の状況 

 

 このように他と比べて圧倒的に多い AM 地区に続いて、AL、AK、AJ、AI、AH、AG地

区などが手堅くまとめている。1頁だけの地区は全体の半数を超える。なおここには文書を

作成しない地区は除いてある。 

 なお、図 6－1のように地区の高齢化率のデータがあるが、少なくとも分量との関係はな

い。高齢化率が高いから分量が低いという仮説を想像できるものの、AM地区の高齢化率は

48.6%、AL地区は 56.1%、AK地区は 62.5%、AJ地区は 65.2%、AI地区は 46.0%、AH地

区は 44.4%、AG地区は 48.9%である。 

 また、地理的条件の異なる佐賀地域と大方地域での分布を図示してみると図 6－4となる。

地区の記号は、図 6－3のようにアルファベットとせず、数字で表している。 
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図 6-5 南伊勢町各地区の地区防災計画の情報量 

 

 第１に、南伊勢町でも、一地区が他地区よりもはるかに分量の多い充実した計画を策定し、

これに４～５の地区が続いている。南伊勢町では計画の項目をひな形として町が用意して

いたため、策定のない地区は存在しなかった。いずれにしても、充実した活動をとる地区が

１つあり、それに続くグループが形成されている。やはりベスト・プラクティスが明確に存

在しているとみるべきであろう。 

 第２に、黒潮町の地域担当職員制と同様、南伊勢町でも町の職員が「地域作り支援員」と

なり、地域担当を持ち、地区と町役場の間に立った。計画策定が難しい高齢化が進んだ地区

では、この地域作り支援員が策定の中心となった。こうした自治体職員が地区の担当を持ち、

地区の状況を知悉し、無理なく地区と役場とを結びつけることはきわめて重要である。いわ

ばベスト・プラクティスに対する「ミニマム・プラクティス」の基盤こそこうした職員の制

度なのである。 

 第３に、住民の意識も重要であるが、黒潮町の場合は津波の到達時間が短い上に、日本で

最大級の高さの津波となるという予測では、住民が積極的に対応できない環境とも言える。

環境が厳しいがゆえに住民が積極的に計画策定に従事するのは南伊勢町の特徴であったが、

その程度が厳しすぎるとそこからもう一度対応しようとするのには、京大のような外部の

専門家のファシリテーションもまた大きく寄与するものとなるのである。 

 第４に、首長のリーダーシップである。黒潮町、南伊勢町とも、東日本大震災を受けて町

長の判断が職制を変え、地域の対応を促した。やはりリーダーシップは町の方針を貫徹させ、
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